


 
                
 
 
 

      【テクニカルインフォメーション】 

次期新規格 API SP ILSAC GF-6 について 

 

2020 年 5 月より API SP ILSAC GF-6 規格(以下 SP/GF-6)が発効されますので、規格変更における３

つのポイントを簡単にご説明致します。 

 

① エンジン試験の大幅な変更 

当初 SP/GF-6 規格は 2017 年 1 月より発効予定でした。しかしながら、エンジン試験を行うメーカーの

変更や新しいエンジン試験による試験法の確立に苦戦し、2020 年 5 月まで延期されてしまいました。

SP/GF-6 規格ではエンジンオイルの基本的な特性である、耐熱性能、清浄性能、省燃費性能等が大幅に向

上されております。 

 

② GF-6A 規格と GF-6B 規格 

昨今の自動車の省燃費化の流れを受けてエンジンオイルは 0W-8、0W-16 といった超低粘度に移行してき

ました。従来は 40,30,20 と 10 番刻みで規格化されてきましたが 20 番以降はウインターグレードとの

混在を防止するため、4 番刻みに表記されています。これを受けて ILSAC 規格も 

・GF-6A…XW-20、XW-30 ・GF-6B…XW-16 

に分かれました。GF-6B 規格は GF-6A 規格よりも優れた省燃費特性が求められます。また GF-6B 規格

に関しては誤使用を防ぐため、表示するマークの変更も行われます。 

 

③ 直噴ターボエンジンへの対応 

自動車の重要な燃費改善手法である「直噴ターボエンジン 

搭載車」が世界的に増加傾向にあります。 

日本でも 2016 年に 164 万台が製造され、2021 年には 

約 290 万台の直噴ターボエンジンが製造される予定です。直

噴ターボエンジン搭載車は高圧で噴射された燃料が、シリンダ

ー壁面に付着し、微量のエンジンオイルが着火源となる

「LSPI：Low-Speed-Pre-Ignition 低速早期着火」と呼ばれる 

現象が問題となっています。この LSPI 防止性能を付加した規格が 

現行の API SN PLUS 規格です。今回の SP/GF-6 規格では LSPI 

への対応も同じく求められますが、さらにタイミングチェーンの 

伸び・摩耗への対応が求められます。直噴ターボ搭載車は煤（すす） 

が発生しやすく、高濃度の煤による伸び・摩耗が発生するため、添 

加剤技術によりこれらを抑制する必要があります。 

 

当社では新規格 SP/GF-6 に対応した製品を発売する予定がございますので、引き続き SUNOCO をよろ

しくお願い致します。                                          

SUNOCO INFORMATION SUNOCO MAKES THE DIFFERENCE 

左:GF-6A スターバーストマーク 

右:GF-6B（名称未定） 

左:正常な爆発  右:LSPI 発生 


